
地元を少しでも、安全で暮らし易くするために・・・。

2022年6月18日

（構成）
自治会：北の台第二、北の台第四、香風、

栄、さつき会、深大寺東、
深大寺東第一、野ケ谷第二団地

団体：なかま・町づくり、タスクネット東京
野ケ谷通りを考える会、エンピツ広場
住みやすい野ケ谷の会

調布市北部 地域活動

「ふじみ地区自治会等連合会」

連合会は環境、安全、福祉、地域交流をテーマに活動しています。

https://fujimi-jichi-rengo.jimdofree.com/

北部地域交通のあり方・再構築を考える！

北部地域：公共交通の課題
（ミニバス含む地域交通の整備）

当会役員が現場にて聞き取りをした一例です。 ・・・・・・皆さん感謝です！
この長いすは待合い場所に障害となるかお聞きしたところ、皆さんは全くそのような事は無い。
とても良いとの反応でした。周知の為にも市やバス会社等に皆のために作られたとお知らせ
する必要が有るようです。座っている方は見かけなかったので、今度は利用者の方に聞いて
みようと思います。
２０代女性(女性)
このバス停はよく使います。ベンチが突然出来て驚いているが、前のソファの椅子はとても使え
るとは思わない様な椅子でしたか、このベンチは素敵です。でも、何も書いてなく突然現れたの
で使ってよいか分からなかったです。
３０代ご夫婦
良いのができましたね、風情が有りとても良いと思います。

地域市民の連携によるバス停・待合環境の改善例（野ケ谷）

過去には少女
の投書から市
が動き、バス
停待合い環境
の改善例もあ
りました。
（朝日新聞より）

ミニバス北路線のブランチ発は毎日１便のみ
（毎日12:46分、調布駅北口行きが発車）
朝1便はブランチ開店前の為、立寄りしない。
地域巡回交通の実証実験
火曜、金曜日の9時～15時 （1時間に1本）
＊実証実験の課題
①杏林大学病院回り、②双方向運行、
③停まるバス停留場の増加

ブランチ調布オープン後も深大寺北町、
東町の交通不便地域は続いています。
この現状を今度こそ変えましょう。



https://fujimi-jichi-rengo.jimdofree.com/

JAXA新研究棟建設計画に伴う、歩道ゆとり空間の全長化を！

連合会としての当面の課題と体制について

JAXA入口にキッチンカーの出前がきています。！

・相談役：嶋田一夫
・会 長：佐々木善信
・副会長：北村柳介（北の台まちづくりネットワーク副会長）
・安全部会：佐々木善信（調布市公共交通活性化協議会）
・事務局長：増田雅則（調布市廃棄物減量及び再利用促進協議会）
・事務局会計：浅野秀美（ふじみ衛生組合地元協議会）
・会計監査：黒木いづみ（調布市一般廃棄物処理基本計画策定委員会）

＊会長の私的諮問として事務局内にワーキンググループを設定し、
当会のホームページ運営をはじめ、適宜アドバイスを得ています。

重大課題として

①住民ニーズに適合した地域公共交通（ミニバス、巡回交通）再構築を目指す。

②JAXA沿い三鷹通歩道は、ゆとり空間全長化に向けて市と協議、推進を図る。

③ブランチ調布及びふじみ交流プラザの運営について積極的に参加する。

三鷹通りのJAXA（航空宇宙研究所）の入口に一般客も利用
できるキッチンカーが毎日きております。
JAXA職員への販売だけでなく、地域住民にも開放されており
ますので、一度立ち寄ってみてください。
・利用：月曜から金曜日（平日）11時～

日替わりでキッチンカーがおります。
・お弁当は800円前後です。

連合会は三鷹通り歩道危険個所をチェック、関係機関へ対策を求める活動をしています。
①ＪAXA沿道では4か所のゆとり空間を作ってもらい、皆さんの利用となっています。
②歩道幅狭く、自転車の往来が増えてきた今、歩行者が危険を感じているのが現状です。
③擁壁には亀裂も発生しており、新たな危険も潜んでおります。

JAXA発表では民間資金を活用した新研究棟の建設計画が示されました。この機会に地域課題と
して施設周辺の安全確保、特に歩道拡幅問題を関係機関に働きかけをして行きます。


